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「昨日行って来たよ 満開だった」 
「私、桜より梅が好き 分かるでしょ」 
 
小学校の科学クラブ支援仲間二人の 
コトバに誘われて 
かみさんと行ってきました 
  



  

梅林の入り口で存在感のある「緑萼」 
 

「俺、庭に植えるならこの木だ！」と・・・ 
奥さんへの呟きが聞こえてきました 

  



  

緑っぽい花びら 
萼の緑 

ちょっと盛りが過ぎていましたが 
なかなかの気品です 

  



  

この梅 
まだ蕾です 
幹 
イイでしょう！！！ 
  



  

それとも 
蕾の枝ぶり 
デスカ？ 

  



  

ここからしばらく 
白梅が続きます 

そう 
それぞれに 

見ごたえがあるんです  
 



  

かみさんが 
この花の姿と名前を 
いたく気に入ってました 
 
花びらの先が 
ちょっと尖っている・・・ 
あたりかな？ 
 



  

この梅は「白鷹」 
 
なんとなく 
シャープな感じに見えませんか 
  



 
  

この「月影」 
大きな木なのですが 
下の枝にいっぱい花が・・・ 
  



  

本当に感心します 
いい名前つけますね 
 
温かみのある白 
丸みのある花びら・・・ 
  



  



  

「無類絞り」 
赤身のある八重で 
花びらが縮れ気味 
 
花のいいですが 
咲き加減の蕾もいいですね 
  



  

「八重唐梅」という札がかかっています 
綺麗にまとまった枝ぶり 
ピンクっぽい赤 
遠くからも目立ちました  
 



  



  

また色合いの違う 
「藤牡丹」 
 楚々とした感じがしませんか？ 
 



  

この梅園には 
「一重野梅」が 
たくさん植えられています 
強くて手入れが楽・・・ 
だけではなさそうです 
 



  

所謂「うめ！」 
 
だからかも 
  



  

先ほどの「藤牡丹」とは 
また趣の違う 

「文殊」 
  



  

「筑紫紅」の枝ぶりをどうぞ 
花がよく見えない！！！ 
次のページに用意しています 

  



  



  

大木の根元で 
咲いている「都錦」 

  



  

「八重旭」の花びらに隙間！！！ 
こんなの見たことありますか？ 

  



 
  

遊歩道から 
奥まったところで 
 
勿体ない！！！ 

  



  



  

「米良」 
  



  



 

「一重野梅」に戻ってきました 
やはり「梅」というとこの梅 
 
そうそう 
花に見とれていただけではありません 
あたり中いい香りが・・・ 


